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ブログで学校
の様子を紹介し
ています。 →

校長 迫田 広恵
猛暑の夏、７月28日の熊本地震では、川原小学校でも大きな横揺れを感じました。そして

地震による影響で水道が濁り、川原小学校にも数日、給水車がきてくださいました。今でも、
地震の影響で避難生活をされている方が多くいます。夏休み中も千葉県をはじめ、各地で水
害があり、ネパールでも氷河が溶け、大きな災害となっています。自然災害だけでなく、県
内でも海での水難事故もあり、命の尊さを始業式で子供たちに話しました。
学校では、児童や教師用のタブレットの入れ替えがあり、新しいタブレットの活用が期待

されます。４年後の新学習指導要領では、「情報」の教科が設置されます。川原小学校では、
家庭学習とも連動しながら活用していく予定です。

川原小学校の魅力とは、地域の方や自然と
繋がり、米作りなどたくさんの体験、少人数
指導で個別最適な学習ができる、学校が地域
の過去と未来を繋げるように川原清流太鼓や
踊りを継承していることなどです。地域の方
の支えが深い所が大きな魅力です。左記のよ
うに、成果と課題の分析をしながら川原小学
校を改善しています。
令和９年度の特認校募集が始まりました。

「川原小学校で何かが動き出すのでは」「川
原小学校で学びたい（児童）、学ばせたい（保
護者・校区民）」という方は、まずは体験入
学をお勧めします。川原小学校への新入学児
・転入児は、保護者が随時、原籍校の校長に
相談した上で本校に連絡をとって実施してい
ます。体験入学日は、出席扱いになります。
現在は、２名の特認生がおります。川原小学
校の魅力を感じていただけるようにいつでも
体験入学の相談をしてください。川原小の児
童７名、職員も楽しみに待っています。体験
入学は都合が合えば、いつでも大丈夫ですが、
年間計画に入っている日をご紹介します。

【川原小特認校体験予定日】
※ 下記以外もご相談ください。
○ 秋季大運動会:10月４日（日）８:30～12:00

午前９時45分頃に未就学児・特認体験の｢かけっこ｣があります。(参加賞あり）
○ 特認校体験週間:10月19日（月）～10月23日（金）
○ 県民週間:11月２日（月）～11月６日（金）（11月３日（火）は除く。）

２学期に向けて

令和９年度特認校生募集



１０月の行事予定
１日（木） Ｂ校時 集金日

             運動会準備（13：30～）

４日（日） 秋季大運動会

５日（月） 振替休日

６日（火） 目の愛護週間（～10日）

７日（水） 移動図書館しろやま号来校

９日（金） 上場２校集合学習

（※お祭り広場集合・解散）

13日（火） 家庭学習強調週間(～18日)

19日（月） 特認校体験週間（～23日）

21日（水） 稲刈り（予定）

22日（木） 児童総会

※ 稲の生長具合で稲刈りの

日程を調整していきます。

すっきり！見違える校庭になりました！！～ＰＴＡ親子奉仕作業～
ＰＴＡ親子奉仕作業を８月23日（日）に実施しました。朝早くから消防団や地域の方が
校庭や校舎の裏、駐車場周辺など隅々まで草刈りや枝打ちをしてくださいました。年々、
児童数やＰ戸数が減っている中で、地域の皆さんに様々な場面で協力していただけること、
本当に感謝の気持ちでいっぱいです。たまった草木は、後日、拓美造園さんが搬出してく
ださいました。お陰をもちまして、気持ちのよい校庭で運動会の練習をしたり、遊んだり
できています。本当にありがとうございました。

日時：令和８年10月４日（日）午前8時30分～正午
片づけ終了午後０時30分

場所：川原小学校校庭（雨天時：体育館）

※ 未就学児や特認生希望者などが参加できる種目（かけっこやじゃんけん大会）もあります。川原小学校の
運動会に参加してみたい、盛り上げたいという児童や幼児がいましたら、ぜひ誘ってください。

みんなで楽しもう！川原小学校運動会！

自治会の種目等について
【種目】
①色水リレー ②輪入れ
③玉入れ ④じゃんけん大会
【チーム編成】
青：立川 黄：中市
赤：萩之元・河内・薄木・黒石・特認
※ 詳しくは、後日配布のプログラムをご覧ください。

※ 運動会の準備を、10月１日
(木）の午後１時30分より行います。
テント立て、紅白門作り、用具準備
等を行います。御協力よろしくお願
いします。

児童・職員対自治会の玉入れ
もあります。御参加ください。

９月12日（土）の土曜授業で「川原音頭」
の練習をします。地域の皆さんも一緒に練習
しませんか？時間は9:20～10:05です。

１学期の学校評価について
職員・保護者･児童の１学期の学校評価をま
とめると、次のような成果と課題がみられまし
た。今後も学校･家庭･地域が連携しながら子ど
もたちのよりよい成長を支えていきたいと考え
ます。御協力ありがとうございました。

成果
①

地域の自然や人材を活用した体験
活動や交流活動が充実し、児童の学
びや人間関係づくりにつながった。

成果
②

異学年交流や学校間交流を通して、
安心して学び合える教育環境づくり
を推進することができた。

課題
①

保護者の協力のもと家庭学習への
取組は進んでいるが、学習習慣の定
着に向け、学校と家庭が連動した継
続的な支援が必要である。

課題
②

読書活動の充実やICTの効果的な
活用を通して、主体的に学ぶ力の育
成を更に図る必要がある。
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